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Changes in Filipinos’ Perceptions of Japan and Factors Affecting Them :
Findings Based on a Questionnaire Survey for Filipino Students
Shun Ohno
Abstract
　　Since the Philippines became a fierce battle field under Japanese military 
occupation during the Asia-Pacific War, she had suffered from tremendous war 
damages caused by Imperial Japanese forces. Because of this, Filipinos’ perceptions 
and images on Japan and the Japanese had been so negative for a long time after the 
end of the war. 
　　In recent years, however, many public opinion surveys show that Filipinos’ 
perceptions have been improved remarkably. 
　　The subjects of the past public opinion surveys were wider generations in the 
Philippines. The author focused on Filipino youths’ consciousness on Japan, and 
examined several factors behind their improvement mainly through his questionnaire 
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survey conducted on Filipino undergraduate students. Its outcome shows that the 
majority of them recognize that Filipinos’ perceptions on Japan have improved in 
recent years, and consider that Japan is the most reliable friend to the Philippines 
currently. It also reveals that many of them understand that Filipinos’ perception 
on Japan have improved because Japan has been open to overseas Filipino workers 
(OFWs) recently, and its companies have provided good job opportunities in the 
Philippines. Moreover, they evaluate positively Japan’s position as a peace-loving 
nation for more than 70 years after the end of the war. 
　　This survey also examined on students’ consciousness on recent removal of the 
statues of wartime ‘comfort woman’ elected in Manila City and Laguna Province 
after the Japanese government expressed its regret over the above issue. As a result, 
a considerable number of respondents recognize that it harms to some extent the 
image of the Japanese government. This suggests that citizens’ movement to inherit 
sufferings of wartime victims to the next generations and the reaction to such 






























から述べ、第 4 章でその諸要因について具体的データを挙げながら述べる。第 5 章では、





とともに百万人単位の犠牲者が出たとされる国である。戦時中、日本軍は 1941 年 12 月、




た。1939 年当時のフィリピンの人口は約 1,600 万だったので、人口の 7% もの人命が戦争
で失われたことになる。物的損害も大きく、政府調査では被害額は人的被害も含めて 80
億 7962 万米ドル余りにのぼった（The Manila Times, 17 July 1951）。一方、現地で徴兵・徴
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られた。政府に正式に認められて入国した日本人は、戦後 6 年以上を経た 1951 年 12 月に
マニラで開かれたキリスト教の国際会議に出席の聖職者だった（Ohno, Takushi, 1986: 32）。
戦争の後遺症から、日比間の国交正常化にも長い時間が必要だった。その前提となる
日本の対比賠償交渉は 1956 年 5 月に妥結しているが、交渉は 4 年間以上の歳月を要した。
この交渉で、フィリピン政府は上記の算定をもとに、当初は 80 億ドルの賠償を求めた。





比通商友好航海条約」は 1960 年 12 月に日比政府間で調印された。この条約は、フィリピ














では「Jap」との表現がみられる（例えば、Philippine Free Press, 18 May 1957: 26）。戦争体
験を描く映画やテレビ番組では、常に日本軍のフィリピン人に対する残虐な行為が描かれ、
赤ん坊を銃剣で岸刺しにするという作品もあった（Ohno, Shun, 2015: 112-113）。戦後のフィ















る 1960 年代から 70 年代にかけてだが、このころにはフィリピンの知識人や労働団体から、
日本の「経済的過剰プレゼンス」が指摘され、問題視されたこともある。著名な歴史家
でジャーナリストでもあるレナト・コンスタンティーノは英語著書、The Second Invasion: 



































市民が多い。この事件は 1993 年に「Maricris Sioson Japayuki」というタイトルの映画になり、
フィリピン全国の劇場で上映された。ここでは、訪日した彼女が暴力団員に搾取され、虐
待されたという筋書きで描かれ、日本人ヤクザの残酷さが強調された。






















清泉女子大学紀要　第 67号　2020 年 1 月
あるいは「どちらかと言うと信頼できる」と答えた者は、フィリピンでは 81%（1992 年
の調査では 71%、1997 年の調査では 76%）だった。また、第二次世界大戦中の日本につ
いては、「悪い面はあったが、今となっては気にしない」が 51% で、これは過去の調査結
果（1992 年と 1997 年の調査ではともに 37%）よりも 14 ポイントも上がっている（外務省、
2002）。これらの調査は外務省ホームページでは調査対象のサンプル数や年代などが示さ
れず、評価が難しい面があるものの、1990 年代から 2000 年代初めにかけて日本軍政や戦
争の体験の風化とともに、日本への評価が上昇したことが示唆される。
より最近の外務省委託の世論調査は、その内容の詳細がホームページでも記されている。
2017 年 3 月実施時には男女ほぼ同数の計 301 名（18 歳～ 59 歳）のフィリピン市民が答え
た。この調査では、世界の主要 19 カ国を列記して、「あなたの国（フィリピン）にとって、
現在、重要なパートナーはどの国か？」を複数回答可で尋ねた結果、①日本（79%）、②













外務省委託の ASEAN 世論調査で最新のものは、2018 年 2 月に実施した男女ほぼ同数の
フィリピン市民 303 名（18 歳～ 59 歳）対象のものである。ここでも前年の調査と似たよ
うな結果が出ているが、「現在、重要なパートナーはどの国か」（複数回答可）の設問では、
1 位が米国（72%）、2 位が日本（71%）であった。「最も信頼できるのはどの国か」（単一回答）
でも 1 位が米国（40%）、2 位が日本（33%）で、前年の調査結果と比べると、ともに 1 位、
2 位の順位が入れ替わっている（外務省、2018）。
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フィリピンの民間調査機関、パルス・アジア・リサーチによる定期的な世論調査でも、
諸外国についてのフィリピン人の認識が調べられている。最近だと、2019 年 6 月に全国
各地の市民対象に対面で実施した調査の結果が公表されている（サンプル数も年代も不
明）。その結果、フィリピンと関わりの深い主要 10 カ国の中で回答者が「信頼できる」と
答えた国の 1 位は米国（89%）、2 位は日本（80%）、3 位はオーストラリア（76%）だった。
日本への信頼度では「とても信頼できる」21%、「かなり信頼できる」59%、「余り信頼で
きない」15%、「全く信頼できない」5% だった。10 カ国の中で信頼度が最も低かった国






答割合を差し引いた純信頼度（net trust rating）は、1994 年 12 月から 1995 年 12 月にかけ
ての 3 回の調査では、－ 3 から－ 1 の範囲で、「信頼できない」との回答がやや多い。だ
が、1996 年 9 月の調査では＋ 4 とプラスに転じた。1997 年 6 月以降の調査では一貫して
二桁のプラスの状態が続き、2017 年 12 月では＋ 54 になり、首位の米国の＋ 68 には及ば
ないものの、信頼度が肉薄した。その後はやや下降し、本論文執筆時では最新のものであ
る 2019 年 6 月実施の調査（7 カ国対象）では、日本は＋ 45 で、信頼度の高さで日本は米
国（＋ 73）、カナダ（＋ 46）、オーストラリア（＋ 46）に次ぐ高さになっている。ちなみ
に、中国に対しての純信頼度は 2012 年 5 月の調査以降、ほぼ一貫してマイナスが続き（2016
年 12 月と 2017 年 12 月の調査のみ一桁のプラス）、2019 年 6 月の調査では－ 24 で、対象
国中、信頼度は最も低い（Social Weather Stations,2019）。
第 4 章　対日認識改善で考えられる諸要因



























款（有償援助）は 2,756.8 億円、無償資金協力は 10.69 億円、技術協力は 66.33 億円である。
2017 年度までの累計額をみると、円借款は 2 兆 8,673 億 4500 万円、無償資金協力は 2,963
















ドゥテルテは 2016 年 6 月に大統領に就任したが、以後、安部晋三首相との関係は良好
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である。安部首相夫妻が 2017 年 1 月、大統領が 20 年以上も市長を務めたミンダナオ島中
心都市のダバオ市を訪問した際には外国の政府首脳としては初めて大統領の私邸に招かれ
ている。安部首相はこのフィリピン公式訪問時、今後 5 年間で日本の ODA と民間投資を
合わせて 1 兆円規模の官民支援をすると表明した。これに対してドゥテルテ大統領は「あ
らゆる分野について日本を支持する」と述べるなど、日本政府との関係の緊密さを国内外


























200 人まで、介護福祉士候補者が 300 人までと規定されている。このため、2018 年度ま




















によると、フィリピン人の訪日客は 2011 年には 63,099 人だったが、その後、年を追って
増え続け、2018 年には 503,976 人と、約 8 倍に増えている。うち観光客はこの間に 29,832













フィリピンの人口構成にも着目したい。日本は国民の 4 人に 1 人以上が 65 歳以上の高
齢者という「超高齢社会」だが、フィリピンは極めて若年者が多い国で、2015 年時点で
高齢者は人口の約 5% にすぎない。世界保健機関（WHO）のデータでは、2015 年時点の
平均寿命は男性が 65.3 歳、女性が 72.0 歳である。同時点の日本は、それぞれ 80.5 歳と
86.8 歳であるから、平均的なフィリピン人は平均的な日本人より 15 歳ぐらい短命である
48
















総務大臣 [ 当時 ]）などと表明した。(6) その後、日比の関係悪化を懸念する地元の行政機
関が動いて翌年 4 月に像を撤去した。このことは、日比両国のマスメディアによって報道
された。










この調査は、筆者が 2019 年 2 月 22 日にフィリピン中部にある有力私立大学を訪問した
際、幹部教員らの協力を得て行われた。文系と保健関連の 3 学部のクラスにお邪魔するな
どして、英文 3 ページの質問票を配布した。その結果、学部生計 100 名から回答を得た。
この 3 学部とも女子が多く、回答者は女性 75 名、男性 25 名。年齢は 18 歳～ 22 歳が 92 名で、
残り 8 名は 24 歳～ 33 歳だった。
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①日本語（84 人）、②韓国語（65 人）、フランス語（65 人）、④スペイン語（49 人）













































































図 3 日本は信頼できる友好国か ?
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日本に対して「とても信頼できる」と「いくぶん信頼できる」と回答した 93 名を対象に、
五つの選択肢と「その他（具体的に記せ）」を示して、その理由について尋ねた。無回答




選んでもらった。無回答の 1名を除く 99名が回答した結果、「とても友好的である」が 43名、
「いくぶん友好的である」が 50 名で、「友好的」と認識している者が大多数を占めた。「い
くぶん非友好的である」は 2 名、残り 4 名は「わからない」 だった。
「フィリピン人の対日認識は近年、改善した」との見方については、「同意する」が 87 名、















































































設問では、「はい」は 21 名（うち女性は 14 名）、「いいえ」は 79 名（うち女性は 61 名）で、
全体の 2 割程度しかこの問題について知らなかった。
この設問で「はい」と答えた回答者 21 名に対して、上記のような日本政府の反応につ
いてどう思うかを 4 択で尋ねた。その結果、「いくぶん理解できる」が 12 名、「十分に理


















メージを害すると思うか ?」を尋ねた。その結果について、図 6 に示した。
4 択の中で「とても害する」を選んだ者は 4 名（うち女性は 3 名）、「いくぶん害する」
は 34 名（うち女性は 24 名）だった。ただ、回答した者の 5 割弱が「わからない」（44 名）
と答えており、多くの学生が限られた情報では判断しかねていることもわかった。
この問題に関連して、筆者は 2019 年 5 月～ 6 月に清泉女子大学に短期留学中のフィリ
ピン人学生（高校生 5 名を含む）計 12 名（17 歳～ 21 歳）を対象に同様の内容の配布票
調査をしている。そこでは、上記の設問について「いくぶん害する」との回答が 4 名いた。
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1   アジア・太平洋戦争終結後、フィリピンに残留した日本人二世については、過去、何度か実施
された外務省の委託調査などでより概要が明らかになりつつある。外務省第 12 次調査では、フィ
リピン全土で 3,810 人が確認された。うち 2,087 人は死亡したことがわかっている（フィリピン
日系人リーガルサポートセンター、2019）。
2   戦後の日比国交回復までの複雑な経緯については、Ohno, Shun (2015):108-115 を参照のこと。
3   主要援助国の対比経済協力実績をみると、例えば 2009 年の場合、総額が約 11 億ドルのうち約 6.8
億ドルが日本の供与で、全体の 6 割強を占める。2010 年～ 2012 年も実績総額の 5 割前後は、日
本からの供与である（外務省、2016）。
4   2019 年 2 月 20 日、マニラで、筆者による在比日本大使館幹部職員へのインタビュー。










2018 年 3 月 20 日）。
7   法務省（2019）の調べによると、2018 年 12 月末時点で「留学」のビザで日本に在留しているフィ
リピン人は 3,010 人で、13 万 2,411 人の中国人はもちろん、ベトナム人（81,009 人）やインドネ
シア人（7,213 人）に比べても少ない。
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   I am chair and a professor of Department of Global Citizenship Studies of Seisen University. 
（以下の 2 行は、調査に協力して頂いた大学の特定を避けるために省略） 
   During my first visit to your university to deepen our friendship, I would like to request you to cooperate 
with my research on Filipinos’ view on Japan, which is part ofmy Grants-in-Aid for Scientific Research 
provided by Japan’s Ministry of Science and Education. Obtained and analyzed date will be utilized only for 
academic purposes like as part of journal articles, and individual date will not be made public.    
1. Please indicate you gender:    □ male    □female  
2. Please indicate your age:       years old 
3. What is your college or department of （大学名を省略）?                    
4. Which of the following languages are you interested in learning besides Philippine languages and 
English? (please tick one or more) 
□Chinese    □Japanese   □Korean   □Spanish   □French    □German   
□Arabic     □Italian     □Russian   □Other: Please specify                    
5. If you chose “Japanese” in the above question, what is the reason? (If not, please neglect this question) 
  (1) I wish to visit Japan for sightseeing. 
(2) I wish to work in Japan in the future.  
(3) I wish to study in Japan. 
(4) I wish to understand Japanese culture and/or lifestyle. 
(5) I wish to communicate with Japanese friends or acquaintances better. 
(6) Other reason: : Please specify                                  
6. Which of the following countries do you consider as the most important partner to the Philippines 
currently? (please tick one)   
□USA   □China    □Japan   □Republic of Korea (South Korea)   □India   □German   
□Indonesia    □Russia   □France    □UK    □Saudi Arabia   □Other: Please specify         
7. Which of the following countries (or area) do you consider as the most reliable friend to the Philippines 
currently? (please tick one)   
□USA   □China    □Japan   □Republic of Korea (South Korea)   □India   □German   
□Indonesia    □Russia   □France    □UK    □Saudi Arabia   □Other: Please specify         
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8. How do you rate Japan as a reliable friend to the Philippines?(please tick one) 
□Very reliable    □Somewhat reliable   □Somewhat unreliable   □Very unreliable 
□Don’t know/No idea 
9. If you answer “Very reliable” or “Somewhat reliable” in the above question, why do you think so? 
(please tick one or more) 
(1) The Philippines and Japan have good diplomatic relations. 
(2)The Philippines and Japan have good economic ties. 
(3) Japan contributes to the stabilization of international order (rule of law, liberal democracy etc.) 
(4) Japan provides development cooperation in the international community, including Official 
Development Assistance (ODA). 
(5) Japan provides solutions to global issues (environment, poverty, infectious diseases etc.) 
(6) Other reason: : Please specify                                 
10. What do you think about the current state of relationship between the Philippines and Japan? 
(please tick one) 
□Very friendly     □Somewhat friendly   □Somewhat unfriendly   □Very unfriendly 
□Don’t know/No idea 
11. How do you think about the idea that Filipinos’ perception of Japan has improved for recent years. 
(please tick one) 
□I agree    □I disagree   □Don’t know/No idea 
12. If you answer “I agree” in the above question, what are reasons behind such improvement? 
(please tick one or more. If you answer “I disagree” or “don’t know/no idea”, please neglect this question) 
□ Japan has continued to take a position as a peace-loving nation for more than 70 years after the end 
of World WarII after she reflected on her misconducts in the Philippines and others during the war.  
□ Japan has contributed to Philippine economic development by providing a good amount of Official  
Development Assistance (ODA) to the Philippines. 
□ Increasing number of Japanese companies have invested in the Philippines, and created a lot of job 
opportunities for Filipino workers.    
□ Increasing number of Filipinos have visited Japan recently, and thus they became more familiar  
with Japan and Japanese.  
□ Japanese popular culture (including Japanese food) has penetrated into Philippine society, and thus 
it became more familiar for Filipino people. 
□ Japan has become more open to overseas Filipino workers(OFWs) recently, and provides them  
good job opportunities in Japan. 
□ Other reason: : Please specify                                  
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13. Do you know recent news that the statue of wartime ‘comfort woman’ elected in Manila City and a 
similar statue elected in San Pedro of Laguna Province were removed after the Japanese government 
expressed its regret over the above issue?     (please tick one) 
□Yes        □No 
14. I you answered “Yes”, how do you think about such reaction of the Japanese government? 
  (please tick one) 
□ Fully understandable    
□ Somewhat understandable    
□ Not understandable, and the statue should not be removed.    
□ Don’t know/No idea 
15. Do you think that the above reaction of the Japanese government harm the image of the Japanese  
government among Filipino people? (please tick one) 
□ It harms greatly.  
□ It harms to some extent.    
□ It does not harm at all.    
□ Don’t know/No idea 
 
Thank you so much for your good cooperation for the above questions. 
 
 Dr. Shun Ohno (email: oono3905@yahoo.co.jp) 
 

